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２ 戦史教育 

 
◇軍事史初学者講座◇ 

本講座は、軍事史･戦史への造詣が浅い戦史部所員及び自衛隊各学校の戦史教官を対象と

して、軍事史･戦史研究に必要な基本的事項の習得を目的としている。今回は実施内容を大

幅に見直し、より体系的なものへと改変した。 

実施月日 8月 21～25日 場  所 防衛研究所 

実施課目 
・基本編：軍事史入門、史料検索法、論文作成法、戦史研究論 
・応用編：世界軍事史、日本陸軍史、日本海軍史、戦後国際関係史、安全保

障政策史、部外講師講話（上智大学名誉教授 三輪 公忠） 

受 講 者 計 11名（戦史部 6名、陸自 4名、海自 1名） 

 

３ 平成 18 年度戦史部調査研究項目 

 

 ◇特別研究◇ 

題    目 担  当  者 

防衛庁・自衛隊における事務官等文官の変遷 戦史部事務官    氏家 康裕 

旧軍における捕虜の取り扱い －太平洋戦争の状

況を中心に－ 

第 1戦史研究室主任研究官  
          立川 京一 

自衛隊・米軍基地に関する事例研究（その 1） 

第 1戦史研究室主任研究官  
小山 高司 

第 1戦史研究室所員 川 井  裕 
第 2戦史研究室教官 中島 信吾 

 

 ◇防衛研究所指定研究◇ 

題    目 担  当  者 

太平洋戦争における日米の戦争指導（その 1） 
第 1戦史研究室長  庄司 潤一郎 
第 1戦史研究室主任研究官 
          進藤 裕之 

防衛庁・自衛隊における戦史教育の現状と将来の

展望（その 2） 

第 1戦史研究室長  庄司 潤一郎 
第 1戦史研究室所員 濱 田  秀 
    同     山本 政雄 
    同     栁 澤  潤 
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 ◇基礎研究◇ 

題    目 担  当  者 

朝鮮人と兵役 戦史部主任研究官  山 村  健 

朝鮮戦争の再検討（その 2） 

第 1戦史研究室室長 庄司 潤一郎 
第 1戦史研究室主任研究官  

進藤 裕之 

第 1戦史研究室所員 石丸 安蔵 
第 1戦史研究室教官 小 谷  賢 

シー・パワーの歴史とその将来像（その 2） 
第 1戦史研究室主任研究官  

石津 朋之 

      同   立川 京一 

インドネシアにおける日本の軍政（その 4） 第 1戦史研究室主任研究官  
芳賀 美智雄 

海軍軍法会議の意義とその功罪についての考察

（その 2） 第 1戦史研究室所員 山本 政雄 

朝鮮軍の研究（その 2） 第 1戦史研究室所員 濱 田  秀 
米国の対日戦略爆撃と日本の防空（その 2） 第 1戦史研究室所員 栁 澤  潤 
自衛隊の海外での活動における刑事事件への対処

について 
第 1戦史研究室主任研究官  

加藤 好貞 

 

 ◇戦史部指定研究◇ 

題    目 担  当  者 

防衛庁・自衛隊における戦史編纂 第 2戦史研究室長  塚本 隆彦 
海自航空機ロジスティック基盤整備の適正性に関

する史的考察 －旧海軍との比較研究－ 
第 2戦史研究室主任研究官  

河村 修二 
戦略封鎖思想の進化が日本陸海軍軍人の地政学的

戦略眼に及ぼした影響 第 2戦史研究室所員 髙橋 文雄 

特務機関 第 2戦史研究室所員 山口 真司 

航空自衛隊の創設とその時代 第 2戦史研究室主任研究官  
大場 一石 

日米開戦戦争指導 －軍部独走体制の再考察－ 第 2戦史研究室所員 安芸 雅宣 

旧軍の駐屯地・基地問題 第 2戦史研究室主任研究官  
柴田 武彦 

ノモンハン事件のその後の戦車戦・対戦車戦に与

えた影響 第 2戦史研究室所員 松橋 徹弥 

戦後日本の航空兵力再建 第 2戦史研究室所員 岡田 志津枝 
支那派遣軍の降伏及び武装解除、復員に関する考

察 第 2戦史研究室所員 弓削 欣也 

 




